
貨
物
会
社
は
６
月
18
日
「
２
０
１
８

年
度
夏
季
手
当
の
支
給
に
関
す
る
申
し

入
れ
」
に
対
し
「
基
準
内
賃
金
の
１
・

65
ヵ
月
分
と
併
せ
、
鉄
道
事
業
の
２
年

連
続
の
黒
字
達
成
に
対
す
る
労
苦
と

『
経
営
自
立
計
画
』
の
最
終
年
度
の
奮

闘
に
期
待
し
て
０
・
08
ヵ
月
分
を
併
せ

て
支
給
す
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

国
労
本
部
は

極
め
て
不
満
の
残
る
回
答
、
「
中
期

経
営
計
画
２
０
２
１
」
で
は
「
鉄
道
事

業
部
門
の
黒
字
化
継
続
」
を
掲
げ
、
併

せ
て
「
株
式
上
場
も
可
能
な
体
制
を
作

る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
達
成

の
た
め
に
、
更
な
る
経
費
削
減
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
労
が
主
張
し
て
い
る
「
構
造
矛
盾

の
解
決
な
く
し
て
鉄
道
貨
物
輸
送
の
真

の
発
展
は
な
い
」
こ
と
を
改
め
て
認
識

す
る
と
と
も
に
「
鉄
道
貨
物
政
策
提
言
」

に
確
信
を
持
っ
た
運
動
の
展
開
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
国
鉄
新
聞
か
ら
抜
粋
）

■
先
月
、
10
日
に
、
新
津
市
民
合
唱
団

の
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
１
３
７
億
年
の
記
憶
と
私
の
生
命
・

星
の
も
の
が
た
り
」
の
朗
読
と
組
曲
。

そ
し
て
、
合
唱
、
「
み
ん
な
で
う
た
お

う
」
の
企
画
な
ど
多
彩
な
内
容
の
演
奏

会
で
し
た
。

■
新
津
市
民
合
唱
団
に
は
、
退
職
者
組

合
員
の
浅
見
さ
ん
、
刈
屋
さ
ん
が
団
員

な
の
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
ね
。

国
労
も
以
前
は
「
国
労
文
化
祭
展
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時

は
、
労
働
運
動
は
、
組
合
運
動
と
文
化

運
動
の
両
輪
・
と
し
て
文
化
運
動
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

■
久
し
ぶ
り
に
合
唱
を
聴
く
こ
と
が
で

き
て
、
以
前
参
加
し
て
い
た
、
国
鉄
の

う
た
ご
え
祭
典
・
合
唱
発
表
会
の
時
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

国
鉄
の
う
た
ご
え
祭
典
は
、
毎
年
、

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
で
も
、
う
た
ご
え
な
ど
文
化
活
動
が

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
は
重
要
で
す
。
サ
ー

ク
ル
活
動
を
通
じ
て
組
織
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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■国鉄分割・民営化
＝ＪＲ３０年を検証する

２０１７・４・１札幌集会■

地域の動脈として安全な公共交通を確保

する視点から必要な設備投資も行い。昨年

来のダイヤ改正での通勤列車「減便」を見

直しなど、地域住民の足の維持、利便向上

をはかること。

■北海道商工会議所連合会～
北海道の鉄道維持に関する提言・
要望書（2017年5月）より■

当面の対策としては、国に、現在のＪＲ北海
道に対する経営安定基金やＪＲ貨物からの線路
利用料など、経営支援策としてのスキームの見
直し・再構築について要望する。また、当面の
間、ＪＲ北海道の経営対応として、国からのさ
らなる支援をお願いする。

中期的な対策としては、分割民営化、二島
（北海道・四国）会社等に関する国のスキーム
の見直し・再構築。新たなスキーム・制度の検
討としては、地方鉄道維持を鉄道利用者からの
「ユニバーサルサービス料」の徴収など。ＪＲ
北海道の経営に対する抜本的な見直しなど。

■石北沿線ふるさとネットワーク、
ＪＲ日高線を守る会■

「食と観光」は北海道創生戦略の中核的課題であり、

「観光立国北海道」をめざすためにも、また２０３０年を

念願に置く時代認識からも、観光路線、物流路線、生活路

線はどれも戦略的に必要とされる。

■日高線復旧等を踏まえた
日高の未来を考えるフォーラム■

（来場者アンケート）

高齢者が、車をやめたら生活できなくて、一人また一

人と町を出て都市部へ出て行っています。列車が通らなく

なってから加速されています。憲法が生かされていません。

庶民の声が大切と思います。

道路、港湾、空港は鉄道と同じ交通手段。鉄道以外は公

共投資で整備が行われている。この違いはおかしい。鉄道

も公共投資で整備し、運営はＪＲで行うことが公平である。

（移動の自由は国民の生活権、生存権である。憲法２５条

でうたわれている。）

三石から苫小牧までバスが行きましたが、トイレもない

し体が疲れ、バスはとても大変です。ＪＲが早く通ること

を願っています。国はムダなところにお金を使わないで国

民の足を守ってほしい。

■北見商高（北見市）の場合～
毎日新聞２０１７・８・２５付
より）■

美幌方面から、最寄の石北線・愛しの駅に着

く列車は午前７時１７分の次は午前８時３１分

で始業に間に合わない。北見方面への帰りは午

後３時３２分発の列車で帰らせないと次は２時

間後になるため、始業時間を繰り上げた。

各地で部活・学園祭の準備が終わった後の足

が確保できない、午前授業や体調不良でもすぐ

に帰れないなど意見が出た。

遠軽高は名寄線が分割民営化の際に廃れ、中

湧別から通っている生徒の交通費がかつては月

６５７０円で済んだのが、バス転換５年後は約

１万６０００円、現在は２万５２０円になった。


